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教
師
の
指
導
は
丁
寧
に
な
っ
た
感
じ
だ
っ
た
が
、

動
員
で
割
か
れ
た
空
白
を
埋
め
る
た
め
か
テ
ン
ポ
が

早
く
、
理
解
不
足
の
ま
ま
で
テ
ス
ト
に
臨
む
仲
間
の

救
済
に
答
策
を
見
せ
合
う
カ
ン
ニ
ン
グ
も
あ
っ
た
。

間
違
っ
た
連
帯
意
識
と
鶴
り
つ
つ
留
年
を
避
け
さ

せ
る
方
使
で
あ
っ
た
，

部
活
も
復
活
し
、
徐
々
に
新
し
い
息
吹
の
中
で
学

校
づ
く
り
が
始
っ
た
の
は
四
年
■
に
進
級
し
て
か
ら

だ
っ
た
と
思
う
。

現
在
首
都
圏
と
奥
州
市
に
黒
陵
二
十
回
生
の
組
織

が
あ
“
、
北
上
市
に
も
暁
鐘
二
十
日
会

（毎
月
定
例

会
）
が
あ
る
。

再
来
年
は
傘
寿
を
迎
え
る
わ
け
で
、
多
く
の
仲
間

と
集
い
、
校
歌
を
斉
唱
し
、
応
援
歌
で
気
勢
を
揚
げ
、

飲
み
か
つ
歓
談
で
き
る
機
会
が
待
ち
遠
し
い
心
境
で

あ
る
。「光

上
晨
静
」
令
静

高
橋

正
郎

（２４
目
生
）

《
北
上
市
歌
》
の
よ
う
な
位
置
づ
け
に
あ
る

一北

止
夜
曲
」
は
、
今
で
は
北
上
市
で
毎
年

「歌
唱
ヨ
ン

‐ク
ー
ル
全
国
大
会
」
が
開
か
れ
て
い
る
組
で
あ
る
。

そ
し
て
、
戦
時
中
の
黒
沢
尻
中
学
に
は
、
ひ
と
い
の

う
ら
若
さ
配
属
将
校
が
軍
事
教
線
を
担
当
し
て
い
た
。

そ
の

「北
上
夜
曲
」
と
、

「配
属
将
校
」
と
の
″
交

差
点

″と
は
―
．

，北
上
夜
曲
」
誕
生

三
好
京
三

『北
上
川
　
神
楽
囃
子
』
―

「北
■
夜

曲
と
の
再
会
」
―
よ
り

―
こ
の

「北
上
夜
曲
」
は
、
昭
和
十
六
年
二
月
に

生
ま
れ
た
．
作
詞
者
は
岩
手
師
範
学
校

．
年
生
、
十

八
歳
の
菊
池
規
さ
ん
、
作
曲
者
は
八
戸
中
学
校
五
年

生
、
十
七
歳
の
安
藤
睦
夫
さ
ん
で
あ
っ
た
。
―

―
こ
の
二
人
は
、
安
藤
さ
ん
の
叔
父
が
菊
池
さ
ん

の
師
範
学
校
入
学
前
に
通
一′
て
い
た
水
沢
晨
学
校
の

配
属
将
校
だ
っ
た
と
い
う
縁
で
知
り
台
つ
た
。
１

作
曲
者
の
安
藤
睦
夫
氏
の
叔
父
上
こ
そ
、
の
ち
に

黒
沢
尻
中
学
の
配
属
将
校
と
な
る
安
藤
清
蔵
敦
官
で

あ
る
。
―
昭
和
三
十

一
年
、
教
師
と
し
て
九
戸
郡
宿
戸
小

学
校
に
赴
任
し
た
わ
た
し
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
安
藤

睦
夫
さ
ん
が

「北
上
夜
曲
」
の
作
曲
者
で
あ
る
こ
と

を
知
る
．

（中
略
）
正
調
の

「北
上
夜
曲
」
を
作
曲

者
直
伝
で
教
わ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
か
つ
た
。
―

直
木
賞
作
家
、
■
好
京
三
氏
は
、
作
曲
者
直
伝
の

正
調

「北
上
夜
曲
」
の
正
調
歌
手
で
も
あ
っ
た
。

三
好
氏
が
審
査
員
を
つ
と
め
た
北
上
夜
曲
の
歌
嘱

コ
ン
ク
ー
ル
が
、
な
ぜ
北
上
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
ぅ

―
元
北
上
市
長
の
斎
藤
五
郎
さ
ん
の
お
力
に
よ
る

も
の
だ
。
早
く
か
ら
北
上
市
の
街
お
こ
し
を
考
え
て

お
ら
れ
た
斎
藤
市
長
さ
ん
は
、
名
曲

「北
上
夜
曲
」

を

「わ
が
市
の
歌
一
と
願
い
出
た
。
―

「レ
ク
イ
エ
ム
」

三
好
京
三

「小
説
　
北
上
夜
曲
」
よ
り

―
叔
父
は
安
藤
睦
夫
と
菊
池
規
を
引
き
合
わ
せ
た

後
、
二
年
ほ
ど
で
現
役
に
呼
び
も
ど
さ
れ
た
。

（中

略
）
農
学
校
配
属
時
代
は
少
尉
で
あ
っ
た
が
、
現
役

と
な
っ
た
と
き
は
中
尉
に
昇
進
し
た
一
―

―
軍
刀
を
さ
げ
、
日
の
丸
の
旗
を
欅
に
し
て
凛
々

し
く
な
っ
た
安
藤
清
蔵
中
尉
は
、
壮
行
会
の
席
で
言

っ
た
そ
う
で
あ
る
。

「飲
み
助
叔
父
一
ア
、
藤
の
作

っ
た
流
行
歌
で
お
別
れ
し
ア
ん
す
」
―

―
清
戯
叔
父
は
美
声
で
あ
っ
た
。
急
い
で
ギ
タ
ー

を
取
り
出
し
て
最
後
の
伴
奏
を
し
な
が
ら
、
安
藤
睦

一

夫
は
「
こ
ん
な
す
ば
ら
し
＜
誰
に
も
好
か
れ
る
人
間

は
、
死
ん
で
は
な
ら
な
い
、
と
思
っ
た
と
い
う
。
―

安
藤
教
官
は
、

「黒
陵
八
卜
年
史
』
で
は
昭
和
十

一

六
年
か
ら
十
八
年
前
半
ま
で
の
在
籍
、

『同
窓
会
員

一

名
簿
』
で
は
戦
死
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
一

黒
陵
第
十
四
回
生
か
弓
第
二
十
日
生
ま
で
の
同
窓

生
に
と
っ
て
は
記
憶
に
残
る
教
官
と
推
察
さ
れ
る
。　
・

筆
者
城

（１５
回
生
）
は
、
剣
道
の
稽
古
に
ゆ
き
途
中

に
声
を
掛
け
ら
な
た
こ
と
、
紅
業
の
坂
を
長
靴
を
履

い
て
去
り
行
く
姿
を
回
想
す
・る
。
も
ひ
と
り
の
兄

（２〇
一

回
生
）
は
、
温
か
み
の
あ
る
教
官
か
ら
の
教
練
を
懐

か
し
む
っ

奇
じ
イ
もヽ
、
そ
し
て
図
ら
ず
も

「北
上
一体
調
」
は
、

そ
の
″
プ
ロ
デ
ユ
ー
サ
ー

″安
一膵
清
一は
教
官
へ
の
鎮
魂

曲
と
な
っ
た
．．

「全
減
の
島
」

角
組
房
子

『
一
死
、
大
罪
を
謝
す
」
―

「ビ
ア
ク

島
死
守
」
―
よ
り

―
ビ
ア
ク
支
隊
の
主
ブ，
と
な
っ
た
歩
兵
第
二
百
三

十
二
凛
蕨
は
、
弘
前
で
編
成
さ
れ
た
岩
手
県
の
郷
上
部

隊
。

（中
略
）
こ
れ
が
海
上
機
動
連
隊
に
改
編
さ
れ
、

１１１
海
か
ら
豪
北
方
面
に
出
航
し
た
の
は
昭
和
十
八
年

十

、
月
で
あ
つ
た
。
―

ビ
ア
ク
島
は
、
二
”ギ
‐ギ
ニ
ア
本
島
の
西
北
に
位

置
し
、
日
米
画
軍
に
と
「
て
も
戦
略
的
見
地
か
ら
重

要
性
を
も
つ
要
衝
で
あ
っ
た
と
い
う
´

卜
‐ｉ
‐
（躍
剰
十
九
年
六
月
）
斎
藤
第
一
人
隊
も
安
藤

集
成
大
隊
も
壊
滅
状
態
に
陥
り
、
残
余
の
各
隊
と
支

隊
本
部
は
米
軍
の
後
方
に
と
り
残
さ
れ
た
形
に
な
っ

た
．́
ビ
ア
ク
島
の
守
備
に
つ
い
た
支
隊
兵
力

＾
万
三

千
八
百
人
は
、
ほ
ば
全
員
が
こ
の
島
で
死
ん
だ
ぃ
―

（傍
線
筆
者
／
台
湾
人
軍
夫
な
ど
の
寄
せ
集
め
）

そ
し
て
い
ま
、

「戦
後
六
十
年
」
も

一不
戦
六
十

年
一
も
通
り
過
ぎ
た
。
戦
争
と
戦
場
は
、
常
に
悲
惨

で
残
酷
で
あ
る
。
弔
詩
に
美
辞
麗
句
は
要
ら
な
い
ぅ

安
藤
清
蔵
先
生
は
い
ま
櫻
の
樹
の
下
に
眠
る
。

昭
和
十
年
代
後
半
、
作
詞
者
の
菊
池
規
氏
は
岩
手

師
範
学
校
、
作
曲
者
の
安
藤
鋒
夫
氏
は
盛
岡
高
等
農

林
学
校
の
学
牛
と
し
て
、
盛
岡
で
一喜
会
を
果
た
し
た
。

こ
の
二
人
の
再
会
に
よ
っ
て

一、北
上
夜
曲
」
が
、
ま

ず
最
初
に
盛
岡
の
若
者
た
ち
に
伝
播
さ
れ
、
全
国
に

浸
透
し
て
い
っ
た
。

昭
和
二
十
年
代
後
半
、
学
生
時
代
の
コ
ン
バ
で
の

こ
と
―
。
疎
開
先
で
の
盛
間
中
学
に
な
学
経
験
の
あ
る

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
、

「北
上
夜
山
」
を
歌
い
出
し
た
と

き
は
驚
き
と
懐
か
し
さ
で
胸
が
い
つ
ば
い
に
な
っ
た
。

「
時
、

「と
も
し
び
一
に
代
表
さ
れ
る
歌
一”
喫
茶
で
、

す
で
に
こ
の
曲
が
流
行
す
る
き
ざ
し
が
あ
っ
た
。

作
詞
の
菊
池
規
氏
は
盛
岡
の
小
学
校
長
歴
任
の
あ

Ｌ
、
す
で
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
る
．
こ
と
し
に
入

っ
て
作
曲
の
安
藤
睦
夫
氏
と
″
伝
承
者

″の
三
好
京

三
氏
も
あ
い
次
い
で
み
ま
か
っ
た
。

そ
れ
で
も
、

一北
ｌｌ
夜
曲
」
は
ニ
ッ
ポ
ン
歌
謡
曲

の
ス
タ
ウ
ダ
ー
ド

・
ナ
ン
バ
ー
と
し
て
こ
れ
か
ら
も

歌
い
継
が
れ
て
ゆ
く
に
違
い
な
い
。


